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１２�月�定� 会�例� 委員会の審査報告
12月定例会中の総務常任委員会、
市民環境常任委員会、建設水道常任
委員会、文教福祉常任委員会が審査
した内容について、その一部をお知
らせします。

【
審
査
項
目
】

●
報
告
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
強

化
月
間
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
　

市
か
ら
次
の
と
お
り
説
明
が
行

わ
れ
た
。

本
市
で
は
、
平
成
14
年
２
月
に

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
取
得
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
市
役
所
を
目
指

し
て
環
境
目
標
を
設
定
し
取
り
組

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
環
境
目
標

の
大
半
が
目
標
達
成
と
な
る
中
、

電
力
使
用
量
の
み
平
成
14
・
15

年
度
と
も
に
目
標
未
達
成
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
よ
り
約
半

月
早
め
て
６
月
14
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
期
間
を
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
強
化
月
間
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

取
り
組
み
の
結
果
、
昼
休
み
の

一
斉
消
灯
を
庁
内
放
送
で
呼
び
か

け
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
意
識

の
喚
起
が
図
れ
た
な
ど
の
効
果
が

得
ら
れ
た
。
し
か
し
、
期
間
中
の

電
気
及
び
水
道
の
使
用
量
は
、
前

年
度
の
同
期
間
よ
り
増
加
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
使
用
量
が
増

加
し
た
の
は
、
期
間
中
の
平
均
気

温
が
過
去
６
年
間
で
一
番
の
暑
さ

と
な
っ
た
記
録
的
猛
暑
が
原
因
と

考
え
る
。
そ
こ
で
、
来
年
度
の
強

化
月
間
は
、
半
月
早
め
て
６
月
１

日
か
ら
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
電
力

使
用
量
な
ど
の
光
熱
水
費
に
お
け

る
庁
内
と
庁
外
の
割
合
、
宇
治
市

の
平
均
気
温
、
ガ
ス
冷
房
と
電
気

冷
房
と
の
コ
ス
ト
比
較
等
に
つ
い

て
の
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

【
審
査
項
目
】

●
報
告
　
平
成
16
年
火
災
・
救

急
・
救
助
統
計
に
つ
い
て

市
か
ら
次
の
と
お
り
説
明
が
行

わ
れ
た
。

平
成
16
年
の
災
害
受
信
状
況

は
１
３
８
０
７
件
で
、
前
年
よ
り

２
２
５
件
の
増
加
と
な
っ
た
。

火
災
発
生
件
数
は
、
64
件
で

前
年
よ
り
20
件
の
減
少
と
な
り
、

そ
の
内
訳
は
建
物
25
件
、
車
両

12
件
、
林
野
１
件
、
そ
の
他
26

件
の
発
生
と
な
っ
て
い
る
。
損
害

程
度
は
、
り
災
世
帯
が
29
世

帯
・
68
人
で
、
損
害
額
は
４
６

９
９
万
６
千
円
で
前
年
よ
り
約
４

０
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

人
的
被
害
に
つ
い
て
は
、
負
傷
者

17
人
で
死
者
の
発
生
は
な
か
っ

た
。火

災
原
因
状
況
は
、
た
ば
こ
、

放
火
の
疑
い
、
放
火
、
こ
ん
ろ
・

配
線
器
具
の
順
と
な
っ
て
お
り
、

放
火
と
放
火
の
疑
い
を
合
わ
せ
る

と
約
27
％
を
占
め
て
い
る
。

救
急
出
動
総
件
数
は
、
６
６
１

０
件
で
前
年
よ
り
３
０
２
件
増
加

し
、
１
日
平
均
で
は
１
８
・
１
件

と
な
っ
て
い
る
。
種
別
は
、
急
病

が
最
も
多
く
３
８
４
９
件
、
交
通

事
故
１
１
９
６
件
、
そ
の
他
７
０

９
件
の
内
訳
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
火
災

発
生
や
損
害
の
大
き
く
減
少
し
た

要
因
、
今
年
度
の
車
両
な
ど
の
増

強
方
針
の
概
要
、
携
帯
電
話
に
よ

る
通
報
に
際
し
て
の
場
所
の
特
定

方
法
に
つ
い
て
の
改
善
策
な
ど
の

質
疑
が
行
わ
れ
た
。

昨夏の電力・水道使用量が増加
＜記録的猛暑が原因＞

火災の発生・損害は減少
＜平成16年火災・救急・救助の概要＞

【
審
査
項
目
】

●

報
告
　
宇
治
槇
島
線
の
交
通

量
調
査
結
果
に
つ
い
て

市
か
ら
次
の
と
お
り
説
明
が
行

わ
れ
た
。

宇
治
槇
島
線
は
、
平
成
16
年

４
月
２
日
、
天
神
台
団
地
か
ら
Ｊ

Ｒ
奈
良
線
を
立
体
交
差
で
越
え
、

府
道
宇
治
小
倉
停
車
場
線
ま
で
の

延
長
３
９
５
ｍ
区
間
の
完
成
に
よ

り
、
府
道
宇
治
淀
線
か
ら
府
道
宇

治
小
倉
停
車
場
線
間
が
直
結
さ
れ

た
。
供
用
開
始
前
の
２
月
18
日
と

完
成
供
用
後
11
月
17
日
に
交
通

量
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
は
宇
治
槇
島
線
及
び
府
道

宇
治
淀
線
な
ど
の
各
道
路
の
主
な

交
通
量
測
点
を
11
カ
所
定
め
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
の

12
時
間
交
通
量
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
宇
治
警
察
署
前
交

差
点
を
起
点
と
し
た
最
大
渋
滞
長

が
２
０
０
ｍ
か
ら
１
２
０
ｍ
へ

80
ｍ
の
減
少
、
渋
滞
回
数
に
つ

い
て
も
23
回
か
ら
３
回
に
減
少

し
た
。
そ
の
他
の
測
点
に
つ
い
て

も
概
ね
同
様
の
結
果
で
あ
り
交
通

渋
滞
が
解
消
さ
れ
る
等
、
供
用
前

よ
り
大
幅
に
円
滑
な
通
行
が
確
保

さ
れ
、
交
通
環
境
の
改
善
に
大
き

く
効
果
が
発
揮
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
宇
治

槇
島
線
に
つ
な
が
る
天
神
台
の
住

宅
地
を
通
過
す
る
道
路
の
交
通
安

全
対
策
を
図
っ
て
ほ
し
い
、
薄
暗

い
箇
所
が
あ
り
街
灯
を
と
り
つ
け

て
ほ
し
い
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

【
審
査
項
目
】

●
報
告
　
平
成
17
年
度
の
保
育

所
運
営
の
変
更
に
つ
い
て

市
よ
り
次
の
と
お
り
説
明
が
行

わ
れ
た
。

宇
治
市
立
善
法
保
育
所
の
入
所

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

は
同
和
問
題
の
速
や
か
な
解
決
を

目
的
と
し
て
、
昭
和
51
年
に
同

和
保
育
所
と
し
て
開
設
さ
れ
て
以

来
、
善
法
の
同
和
地
域
の
児
童
の

み
を
入
所
対
象
者
と
し
て
運
営
を

行
っ
て
き
た
。

し
か
し
近
年
の
少
子
化
進
行
の

も
と
で
も
、
市
全
体
と
し
て
は
保

育
所
へ
の
入
所
を
希
望
す
る
児
童

が
増
加
し
て
き
て
い
る
中
で
、
善

法
保
育
所
に
つ
い
て
は
入
所
園
児

数
が
減
少
し
、
１
月
時
点
で
の
入

所
児
童
数
は
、
定
員
50
名
に
対

し
て
、
24
名
の
入
所
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
状
況
を
課
題
と
し
て
受
け

止
め
、
善
法
保
育
所
の
保
育
の
向

上
の
た
め
に
も
、
平
成
17
年
度
よ

り
入
所
対
象
園
児
を
全
市
域
に
拡

大
す
る
も
の
で
あ
る
。
入
所
申
請

の
受
け
付
け
開
始
は
２
月
１
日
か

ら
と
な
り
、
定
員
は
現
行
の
50

名
と
す
る
。

ま
た
、
明
星
保
育
園
、
な
か
よ

し
保
育
園
、
ひ
い
ら
ぎ
保
育
園
の

民
間
３
園
で
、
朝
夕
の
開
所
時
間

の
延
長
が
行
わ
れ
、
11
時
間
を

超
え
て
の
延
長
保
育
の
実
施
が

15
園
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
変
更

の
時
期
や
、
保
育
の
内
容
に
つ
い

て
、
完
全
給
食
の
実
施
に
つ
い
て

の
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

宇治槇島線延長後の効果について
＜宇治警察署前交差点起点の渋滞が減少＞

善法保育所の入所対象者が全市域に
<民間保育園３園で朝夕の開所時間延長へ＞

（
要
旨
）
国
会
及
び
政
府
、

関
係
機
関
に
送
付

し
ま
し
た
。

意�
�見�
�書�

大規模災害の復旧に
関する意見書

昨
年
、
日
本
各
地
で
台
風
・
地
震

等
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
。
被

災
地
の
復
旧
及
び
生
活
再
建
は
、
地

方
自
治
体
だ
け
で
な
く
国
に
よ
る
迅

速
か
つ
強
力
な
支
援
が
必
要
で
あ
り
、

被
災
者
に
対
す
る
支
援
、
災
害
復
旧

の
促
進
及
び
災
害
の
未
然
防
止
の
た

め
の
配
慮
が
望
ま
れ
る
。
よ
っ
て
、

被
災
者
支
援
を
推
進
し
、
将
来
予
想

さ
れ
る
震
災
等
の
災
害
に
対
し
万
全

の
対
策
を
講
じ
る
よ
う
要
望
す
る
。

生活保護費国庫負担金の負担率
引き下げに反対する意見書

政
府
は
、
生
活
保
護
費
国
庫
負
担

金
の
負
担
率
の
引
き
下
げ
を
含
め
た

見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。
負
担
率

の
引
き
下
げ
は
、
地
方
自
治
体
へ
負

担
を
転
嫁
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
生

活
保
護
制
度
に
お
け
る
国
の
基
本
的

な
責
任
を
回
避
す
る
も
の
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
よ
っ
て
、
国
が
引
き
続
き

生
活
保
護
制
度
上
の
責
務
を
果
た
し
、

保
護
費
の
国
庫
負
担
率
の
引
き
下
げ

は
決
し
て
行
わ
な
い
よ
う
要
請
す
る
。

大規模災害の対策と早期復旧に
関する意見書

昨
年
、
日
本
列
島
は
近
年
ま
れ
に

み
る
大
規
模
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
災
害
は
、
人
的
・
物
的
被

害
が
発
生
さ
せ
、
住
民
生
活
と
地
域

経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

よ
っ
て
、
被
災
地
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
復
旧
並
び
に
被
災
者
へ
の
支
援
に

一
層
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
国
民
を

災
害
か
ら
守
る
た
め
、
将
来
予
測
さ

れ
る
震
災
等
の
自
然
災
害
に
対
し
万

全
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う
要
望
す
る
。

高齢者虐待防止法の制定を
求める意見書

最
近
、
家
庭
や
施
設
内
で
高
齢
者

に
対
し
暴
力
を
ふ
る
っ
た
り
す
る
な

ど
の
虐
待
が
深
刻
化
し
て
い
る
が
、

高
齢
者
へ
の
虐
待
は
表
面
化
し
づ
ら

く
、
法
整
備
な
ど
の
対
策
も
遅
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

地
域
社
会
全
体
と
し
て
高
齢
者
の
人

権
を
守
る
体
制
を
充
実
さ
せ
、
虐
待

防
止
の
た
め
の
具
体
的
な
対
策
を
早

急
に
実
現
す
る
た
め
、
高
齢
者
虐
待

防
止
法
の
制
定
を
強
く
要
望
す
る
。

定率減税の継続を
求める意見書

政
府
は
、
所
得
税
と
住
民
税
の
定

率
減
税
を
平
成
18
年
度
に
廃
止
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
国
民
所
得

は
６
年
連
続
で
減
少
し
、
個
人
消
費

も
低
迷
を
続
け
て
お
り
、
名
目
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
減
少
で
景
気

の
減
速
傾
向
が
確
認
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
国
民
生
活
と
経
済
は
依
然
と

し
て
深
刻
な
事
態
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

定
率
減
税
の
縮
減
、
廃
止
を
行
わ
ず
、

継
続
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
。

「食料・農業・農村基本計画」
見直しに関する意見書

政
府
は
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

基
本
計
画
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に
基
づ
く

食
料
自
給
率
の
引
き
上
げ
、
食
の
安

全
・
安
定
に
結
び
つ
く
施
策
の
展
開

が
、
日
本
農
業
の
再
生
・
発
展
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
国
内

農
業
生
産
の
増
大
と
安
全
安
心
な
食

料
の
安
定
供
給
に
関
す
る
総
合
的
な

対
策
を
講
じ
る
よ
う
要
望
す
る
。

イラクから自衛隊の即時撤退を
求める意見書

イ
ラ
ク
戦
争
の
最
大
の
口
実
と
さ
れ

た
大
量
破
壊
兵
器
が
な
か
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
フ
ァ
ル
ー
ジ

ャ
で
の
無
差
別
虐
殺
作
戦
が
世
界
中
の

非
難
を
呼
び
起
こ
し
、
派
兵
を
継
続
し

て
い
る
国
は
、
世
界
の
ご
く
一
握
り
で

あ
る
。
イ
ラ
ク
復
興
に
不
可
欠
な
の
は

米
軍
撤
退
の
見
通
し
で
あ
り
、
イ
ラ
ク

の
主
権
と
安
全
を
回
復
す
る
道
筋
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
イ
ラ
ク
派
兵
の
自
衛
隊

を
た
だ
ち
に
撤
退
さ
せ
る
よ
う
求
め
る
。

北朝鮮による虚偽の証拠資料提出に抗議し、
日本人拉致事件の早期全面解決求める意見書

北
朝
鮮
よ
り
託
さ
れ
た
横
田
め
ぐ
み
さ

ん
の
遺
骨
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
よ
り
、
別
人

の
遺
骨
と
判
明
し
た
。
こ
の
行
為
は
、
日

朝
平
壌
宣
言
に
反
す
る
不
誠
実
な
も
の
で

あ
り
、
日
本
国
の
主
権
と
日
本
国
民
を
愚

弄
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
虚
偽
の

証
拠
資
料
提
出
に
対
し
て
厳
重
な
抗
議
を

行
う
と
と
も
に
、
毅
然
た
る
態
度
で
交
渉

に
臨
み
、
拉
致
被
害
者
の
徹
底
し
た
消
息

究
明
、
拉
致
事
件
の
早
期
全
容
解
明
に
努

め
る
よ
う
求
め
る
。
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